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成長が早い竹を使う

全
国
有
数
の
竹
林
面
積
を
誇
る

九
州
・
山
口
で
、
竹
を
加
工
し
て
製

品
開
発
に
生
か
す
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
紹

介
し
ま
す
。（
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン

よ
り
）
宮
崎
県
都
城
市
で
家
畜
用
飼

料
や
肥
料
を
製
造
す
る
大
和
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
の
、
製
品
の
原
料
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
宮
崎
、
鹿
児
島
県
内
で

伐
採
さ
れ
た
竹
だ
。
粉
砕
機
で
粉
々

に
し
、
糖
蜜
を
混
ぜ
る
な
ど
の
工
程

を
経
れ
ば
完
成
す
る
。
宮
崎
県
畜
産

試
験
場
の
技
術
を
実
用
化
し
、「

笹

さ
さ

サ
イ
レ
ー
ジ
」
と
名
付
け
た
。

「
一
般
的
な
飼
料
に
比
べ
、
乳
酸
菌
な

ど
が
豊
富
」
だ
そ
う
。
竹
の
受
け
入
れ

量
は
同
社
全
体
で
月
７
０
０
ト
ン

に
上
る
見
通
し
で
、
今
後
は
竹
の
調

達
エ
リ
ア
や
販
路
の
拡
大
を
一
段

と
進
め
た
い
考
え
だ
。
田
中
浩
一
郎

社
長
は
「
高
品
質
の
飼
料
、
肥
料
を
生

産
で
き
、
放
置
竹
林
対
策
に
も
な
る
。

一
石
二
鳥
だ
」
と
。
製
紙
大
手
の
中
越

パ
ル
プ
工
業
（
東
京
）
は
、
鹿
児
島
県

薩
摩
川
内
市
の
工
場
で
国
産
の
竹

を
使
っ
た
紙
を
生
産
す
る
。
ノ
ー
ト

や
名
刺
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
使
う
竹

は
年
約
１
万
ト
ン
に
上
る
。
エ
シ
カ

ル
バ
ン
ブ
ー
（
山
口
県
防
府
市
）
は
、

竹
炭
の
洗
剤
や
、
竹
の
繊
維
を
活
用
し
た

タ
オ
ル
を
製
造
し
て
国
内
外
で
販
売
す

る
。
竹
は
温
暖
な
気
候
で
育
つ
た
め
、
九

州
・
山
口
に
多
い
。
林
野
庁
に
よ
る
と
、

国
内
の
竹
林
面
積
は
１
６
・
７
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
都
道
府
県
別
で
は
鹿
児
島
が

１
・
８
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
最
も
大
き
く
、

大
分
、
福
岡
、
山
口
と
続
く
。
し
か
し
、
面

積
は
増
加
傾
向
の
一
方
、
家
具
や
割
り
箸

な
ど
に
加
工
さ
れ
て
き
た
竹
の
消
費
量

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
普
及
な
ど
に

伴
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
竹
は
１
日
で
１

メ
ー
ト
ル
以
上
成
長
す
る
こ
と
も
あ
り
、

伐
採
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
で
起

き
る
の
が
、「
竹
害
」
と
呼
ば
れ
る
問
題
だ
。

地
中
の
養
分
を
奪
い
、
日
光
を
遮
る
こ
と

で
周
囲
の
植
物
の
成
長
を
妨
げ
る
。
根
が

浅
い
た
め
、
斜
面
地
の
竹
林
の
場
合
は
、

長
雨
が
続
く
と
土
砂
崩
れ
な
ど
に
つ
な

が
る
危
険
性
も
あ
る
そ
う
。
竹
害
の
解
決

が
求
め
ら
れ
る
中
、
竹
を
巡
る
ビ
ジ
ネ
ス

に
追
い
風
も
吹
き
始
め
て
い
る
。
世
界
的

に
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
れ
が
加
速
し

て
い
る
た
め
で
、
大
学
と
連
携
し
て
新
た

な
製
品
の
実
用
化
や
需
要
の
取
り
込
み

を
目
指
す
企
業
も
出
て
い
る
。
大
分
大
発

の
新
興
企
業
「
お
お
い
た

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
Ａ
セ
レ
ー
ナ

」
（
大
分
市
）
が
挑
む
の

は
、
独
自
技
術
で
開
発
し
た
素
材
「
竹
セ

ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
」
の
活
用
だ
。

幅
広
い
用
途
に
使
え
る
と
み
て
お
り
、
水

中
で
粘
る
特
性
を
生
か
し
て
今
秋
に
も

化
粧
品
を
製
造
す
る
。
将
来
的
に
は

バ
イ
オ
燃
料
な
ど
へ
の
応

用
も
視
野
に
入
れ
て
い
え

う
。
化
粧
品
事
業
を
手
が
け

る
三
省
製
薬
（
福
岡
県
大
野

城
市
）
も
、
福
岡
県
八
女
市

産
の
竹
か
ら
美
容
成
分
を

取
り
出
す
研
究
を
九
州
工

業
大
（
北
九
州
市
）
と
共
同

で
進
め
、
効
果
が
確
認
さ
れ

た
成
分
を
今
年
３
月
か
ら

独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
化
粧
品

に
使
用
し
て
い
る
。
同
大
は

さ
ら
に
、
成
分
を
抽
出
し
た

後
の
竹
を
蓄
電
池
の
電
極

と
し
て
再
利
用
す
る
研
究

も
進
め
る
。
竹
の
活
用
を

巡
っ
て
は
、
タ
ケ
ノ
コ
か
ら

メ
ン
マ
を
生
産
し
、
地
域
の

特
産
品
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る

動
き
も
出
て
い
る
。
昨
年
に

は
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

が
機
内
食
の
「
香
の
物
」
と

し
て
採
用
し
、
今
年
も
８
月

に
か
け
、
日
本
を
出
発
す
る

国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
で
提
供
さ
れ
る
。

編
集
後
記

竹
の
活
用
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
て
、
す
ご
い
と
お
も

い
ま
し
た
。
日
本
で
育
っ
た

竹
を
ど
ん
ど
ん
活
用
し
た

い
と
お
も
い
ま
し
た
。


